
Ｓ
Ｆ
大
会
を
一
九
七
五
年
に
開

こ
う
で
は
な
い
か
／
、
わ
れ
わ

れ
は
こ
こ
に
、
第
十
四
回
日
本

Ｓ
Ｆ
大
会
開
催
へ
の
立
候
補
を

宣
言
す
る
ノ
．
と
、
Ｓ
Ｆ
フ
ァ

ン
の
会
「
ネ
オ
ヌ
ル
」
と
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
実
行
委
員
会
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
神
戸
で
の
開

催
に
張
り
切
っ
て
い
る
。

来
年
八
月
二
十
三
、
四
日
に

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
桂
米
朝

に
よ
る
落
語
「
地
獄
八
景
亡
者

の
戯
れ
」
、
劇
団
「
擁
」
に
よ
る

公
波
「
ス
タ
ア
」
（
筒
井
康
雌

原
作
）
、
日
本
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ハ
プ
ー
ー
ン
グ
劇
が
主
な

も
即
売
さ
れ
て
終
Ⅲ
訪
れ
る
市

民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

☆
プ
モ
・
リ
登
山
隊
が
快
挙

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
プ
モ
・
リ
峰
を

め
ざ
し
て
七
月
に
神
戸
を
出
発

し
た
社
会
人
グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ

ブ
雲
峰
プ
モ
・
リ
登
山
隊
の
松

田
副
隊
長
か
ら
登
頂
成
功
の
感

激
を
伝
え
る
手
紙
が
届
い
た
。

八
月
二
○
日
に
行
動
開
始
、

氷
河
の
中
で
の
キ
ャ
ン
プ
づ
く

り
に
難
行
を
極
め
た
後
、
十
月

一
三
日
高
木
、
金
子
両
隊
員
が

頭
上
に
向
か
っ
た
。
「
小
さ
な

黒
点
が
長
い
影
を
引
い
て
二
つ

の
上
方
の
頂
上
の
肩
へ
消
え
て

い
く
の
が
非
常
に
印
象
的
」
で

あ
っ
た
と
い
う
。
ほ
ど
な
く
ト

ラ
ン
シ
Ｉ
バ
ー
で
「
今
頂
上
に

着
き
ま
し
た
」
。
七
一
四
五
米
、

未
開
拓
の
プ
モ
・
リ
西
壁
を
見

事
征
服
、
十
二
月
初
め
に
は
帰

国
の
登
山
隊
に
祝
福
／

☆
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
待
望
の

Ｓ
Ｆ
大
会
が
神
戸
で

港
町
、
神
戸
。
流
行
を
粥
に

一
歩
先
取
り
し
て
い
る
町
。
神

戸
。
ハ
イ
カ
ラ
野
郎
の
町
、
神

戸
。
そ
ん
な
町
神
戸
で
、
日
本

’
3８

精
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
運
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
誕
生
日
の
お
祝
の
中
か

ら
意
識
的
に
百
円
節
約
し
て
貯
金
し
て

い
た
だ
く
。
各
家
庭
で
こ
の
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
。この

こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
、
籾
神
薄
弱
児

（
者
）
を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
閉
気
を
広

げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
、
年
に
一
度
の
藤
生
日
を
有

意
義
に
し
よ
う
と
い
う
迎
動
で
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前

砿
話
二
五
’
八
一
六
一
ｌ
内
線
三
一
六

☆
姉
妹
都
市
リ
ガ
を
知
ろ
う

十
月
三
十
日
か
ら
三
ｕ
間
、

さ
ん
ち
か
広
場
に
て
神
戸
ｌ
リ

ガ
（
ソ
連
）
姉
妹
都
市
捉
挑
記

念
の
「
リ
ガ
展
」
が
開
催
さ
れ

た
（
主
催
／
神
戸
市
、
Ⅱ
ソ
協

会
兵
庫
県
支
部
連
合
会
、
神
戸

新
聞
社
）鍵

初
日
の
午
前
十
時
、
井
尻
昌

一
神
戸
市
助
役
、
久
保
一
郎
日

ソ
協
会
長
、
ル
ー
ド
ネ
フ
代
理

総
領
事
ら
に
よ
っ
て
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
姉
妹
都
市
提
挑

調
印
文
、
リ
ガ
市
か
ら
贈
ら
れ

た
民
芸
品
や
児
童
価
、
リ
ガ
市

を
紹
介
す
る
絵
画
、
写
真
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
コ
ニ
ャ
ッ
ク
を

ど
ソ
連
の
特
産
品
や
レ
コ
ー
ド

に
よ
る
落
語
「
地
獄
八
景
亡
者
共
に
育
つ
三
百
円
〒
七
十
円

の
戯
れ
」
、
劇
団
「
擁
」
に
よ
る
「
諭
唾
燕
酵
銅
睦
酵
趣
睦
識
峰
壁
酔
挙

公
波
「
ス
タ
ア
」
（
筒
井
康
雌
認
識
蕊
諏
録
応
十
円
〒
二
五
円

原
作
）
、
日
本
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
委
員
桧
前
敏

に
よ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
劇
が
主
な
準
識
見
群
綜
昨
痘
評
応
垂
掴
す
る
八
つ

も
の
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
精
神
薄
弱
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

百
二
十
円
〒
五
五
円

る
。
乞
ご
期
待
／
，

桧
前
敏
彦
著
世
界
と
日
本
の
流
れ
の

☆
中
堅
画
家
二
人
の
あ
ゆ
み
中
で
精
神
薄
弱
問
題
を
考
え
る
。

白
を
基
調
に
し
た
面
面
に
踊
癌
郵
峨
諏
都
権
西
部
編
〒
註
鑑
弔
雄

る
線
、
消
潔
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
だ
銅
鋤
舞
彦
矢
野
隆
夫
野
上
芳
彦
の

っ
た
絵
が
、
エ
ロ
ス
の
世
界
に
お
と
う
さ
ん
の
は
げ
あ
た
ま

い
ど
ん
で
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
三
百
三
十
円
〒
八
十
五
円

画
廊
で
開
か
れ
た
南
和
好
（
行
葬
執
棒
亜
睦
銅
の
輝
鐸
鐸
眠
れ
の
子
の

”
》
硫
振
唾
恥
弛
睡
詐
嘩
（
榊
榊
誰
恥
呼
謂
跨
醒
》
楠
鑑
識
痔
》
毒
禍

し
い
展
開
を
見
せ
て
中
堅
作
家
榊
錘
塗
恥
埜
蝿
血
与
郵
塞
罪
鐸
は

Ｆ嘉一 ボ
ケ

さんちか広場のリガ展

あ
り
が
と
う

誕
生
日

★
ち
え
お
く
れ
の
問
題
の
啓
発
図
書

本
迎
動
で
発
行
し
て
い
る
啓
発
図
書

の
紹
介
を
し
ま
す
。

ち
え
お
く
れ
の
話
三
百
円
〒
七
十
円

初
人
教
授
伊
藤
隆
二
箸
中
学
生
で
も

ち
え
お
く
れ
の
問
題
が
わ
か
る
よ
う
に

と
考
え
て
調
築
し
た
入
門
番
。
全
国
的

に
好
評
で
現
在
ま
で
三
万
五
千
冊
頒
布

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
見
せ
て
い南和好さん

運
動
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☆
金
賞
は
結
婚
パ
レ
ー
ド

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
バ
ザ
ー

ル
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催

☆
神
戸
新
聞
社
）
の
入
撹
作
舶

が
十
一
月
十
一
Ⅱ
か
ら
十
六
ｕ

ま
で
さ
ん
ち
か
オ
ー
ト
レ
ー
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
調
で
股
示
さ
れ

た
。
十
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で

の
バ
ザ
ー
ル
期
間
中
に
会
場
内

を
撮
影
、
Ⅱ
頃
の
腕
を
発
抑
し

よ
う
と
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ

か
ら
訪
れ
た
佐
々
木
美
代
子
さ

ん
（
調
）
は
神
戸
出
身
（
甲
南

高
校
、
早
大
大
学
院
蕗
文
卒
）

の
作
家
志
望
の
女
性
で
、
こ
の

春
、
シ
ベ
リ
ア
の
旅
か
ら
の
紀

行
文
と
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
噸
、

ま
た
シ
ベ
リ
ア
を
題
材
に
し
た

「
夏
の
園
」
を
ま
と
め
た
自
費

自
版
（
六
五
○
円
）
の
一
冊
を

お
み
や
げ
に
吐
い
て
行
っ
た
。

ァ
‐
一
の
一
冊
が
認
め
ら
れ
「
す
ば

る
」
娼
号
に
次
作
が
掲
戦
予

定
。
主
に
神
戸
の
向
系
嘩
人
の

こ
と
を
書
き
た
い
と
神
戸
を
訪

ね
た
も
の
で
、
何
か
手
が
か
り

や
、
エ
ピ
ソ
ー
ト
が
あ
れ
ば
一

報
が
ほ
し
い
と
語
る
。
東
京
は

描
並
区
天
杉
沼
ｌ
訂
１
３
白
４

荘
樺
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
三
’
七
九
三
一

神
戸
の
述
絡
先
は
生
田
区
中
山

手
通
二
丁
目
昭
Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
二
三

二
と
な
っ
て
い
る
。

3９

る
。ま

た
ｎ
月
２
Ⅲ
１
８
日
ま
で

白
山
価
廊
で
開
か
れ
た
独
立
美

術
の
伊
藤
弘
之
さ
ん
の
個
展
は

七
年
間
の
足
あ
と
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
幻
想
的
な
瓜
策
や
動

物
を
扱
っ
た
も
の
か
ら
、
宇
宙

と
人
間
の
世
界
に
移
行
し
、
近

作
は
、
ま
た
も
と
の
体
質
的
な
絵

画
に
逆
行
し
た
上
で
、
ま
た
独

自
の
深
み
を
加
え
よ
う
と
す
る

中
堅
両
二
人
の
歩
み
は
対
象
的

で
興
味
深
い
。

☆
須
磨
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

〃
高
倉
台
新
聞
″
が
誕
生

神
戸
港
沖
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
を
造
成
す
る
た
め
、
須
磨

姿
の
山
を
削
り
、
上
を
採
取
し

た
後
に
作
ら
れ
た
高
倉
台
の
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
に
、
こ
の
、
月
か

ら
〃
向
倉
台
″
と
い
う
ミ
ニ
コ

ミ
新
聞
が
お
め
み
え
し
た
。

発
行
責
任
音
は
本
誌
の
「
技

術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
お
な
じ
み

の
諸
岡
博
熊
さ
ん
。
諸
岡
さ
ん 伊藤弘之さん

自
身
こ
の
団
地
に
住
み
、
団
地

住
民
の
コ
ミ
ー
ー
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
で
き
れ
ば
、
と

一
人
で
取
材
を
し
、
写
真
を
と

り
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
月
二

回
（
毎
月
十
日
と
十
五
Ⅱ
）
発

行
し
て
い
る
。
発
行
部
数
は
二

五
○
○
部
で
全
戸
無
償
配
布
。

団
地
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
毎

月
二
回
づ
つ
定
期
的
に
発
行
し

て
い
る
団
地
は
日
本
で
は
他
に

例
が
な
く
、
新
し
い
ミ
ニ
コ
ミ

紙
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

☆
暗
く
な
る
ま
で
待
て
な
い
〃

「
鈴
木
清
順
全
仕
事
」
や
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
の
映
画
興
行
で
気

を
吐
い
て
い
る
神
戸
の
グ
ル
ー

プ
雌
国
蒋
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
「
暗
く
な
る
ま
で
待
て
な

い
」
と
い
う
映
而
の
自
主
製
作

が
進
ん
で
い
る
。

大
森
一
樹
さ
ん
作
・
監
督
、

磯
本
治
昭
さ
ん
制
作
の
こ
の
映

伽
は
前
衛
芸
術
を
志
す
撫
子
ち

ゃ
ん
と
い
う
女
性
と
、
映
画
づ

く
り
に
情
熱
を
燃
や
す
若
者
ら

を
描
い
た
帥
分
の
作
品
。
ス
タ

ッ
フ
晦
人
、
出
演
者
巧
人
ら
が

費
用
釦
万
円
を
集
め
、
三
宮
元

町
や
神
戸
近
郊
で
の
ロ
ケ
も
大

半
終
わ
り
、
あ
と
は
音
入
れ
と

編
集
。
来
年
は
じ
め
に
は
神
戸

で
大
々
的
に
発
表
さ
れ
る
。

☆
佐
々
木
美
代
子
さ
ん
の

「
夏
の
園
」

ひ
ょ
っ
こ
り
秋
の
神
戸
っ
子

編
集
室
へ
取
材
の
た
め
に
東
京

美
術

ガ
イ
ド

佐々木美代子さん
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☆
こ
こ
に
は
心
を
満
た
す
何
か

が
あ
り
ま
す
ｌ

国
鉄
元
町
駅
前
に
白
い
大
き

な
ピ
ル
が
新
築
さ
れ
た
の
を
ご

ン
が
三
百
十
四
点
の
作
品
を
応

募
。
み
ご
と
金
賞
（
神
戸
新
聞
社

賞
）
に
選
ば
れ
た
の
は
北
区
有

野
合
に
住
む
古
家
輝
雄
さ
ん
の

「
結
婿
パ
レ
ー
ド
」
。
で
楽
し
い

ウ
ィ
ー
ク
が
思
い
だ
さ
れ
た
。

☆
画
家
の
元
永
定
正
・
中
辻
悦
子
夫
妻

か
ら
阪
急
神
戸
線
西
宮
北
口
よ
り
今
赤

線
で
逆
瀬
川
下
車
、
山
手
へ
徒
歩
で
七

分
位
の
と
こ
ろ
へ
転
居
さ
れ
ま
し
た
。

新
住
所
／
宝
塚
市
野
上
二
丁
目
三
番
地

副
号
（
〒
６
６
５
）
露
○
七
九
七
（
七

一
）
四
一
七
二
・
一
一
五
四

☆
画
家
の
嶋
本
昭
三
さ
ん
が
、
騒
宅
を

か
れ
て
ｎ
月
配
日
、
晩
秋
の
山
の
一
室

に
絵
や
版
画
、
焼
物
な
ど
を
並
べ
て
の

パ
ー
テ
ィ
を
開
か
れ
ま
し
た
。

新
居
は
西
宮
市
柏
堂
町
鯛
夙
川
台
サ
ン

ハ
イ
ッ
Ｂ
１
ノ
皿
４
Ｆ
画
○
七
九
八

（
江
）
○
○
七
六

★
ラ
ジ
オ
関
西
の
吉
岡
護
さ
ん
は
、
卜

月
十
六
日
附
で
制
作
局
長
に
な
ら
れ
て

本
社
勤
務
に
な
り
、
新
し
い
職
場
で
、

新
た
な
視
点
で
、
蒋
組
作
り
に
努
力
し

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

☆
神
戸
大
丸
店
長
の
福
島
徳
男
さ
ん
は

十
月
末
．
取
締
役
に
就
任
さ
れ
、
一
層
の

努
力
を
も
っ
て
神
戸
店
長
の
職
務
に
専

念
し
た
い
と
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。☆

ア
ト
リ
エ
マ
ニ
ッ
シ
ュ
か
ら
店
舗
移

転
通
知
到
着
。
神
戸
市
生
田
区
北
長
狭

通
三
丁
目
９
ノ
型
雷
（
＄
』
）
五
四

四
五
で
す
。

★
ア
カ
デ
ミ
神
戸
ゆ
め
の
サ
ロ
ン
の
柴

田
多
嘉
子
さ
ん
（
神
戸
市
兵
叩
区
熊
野

町
一
丁
目
泥
雷
五
二
－
八
九
四

三
）
が
、
十
月
十
六
日
第
一
回
総
合
教

室
の
発
表
会
と
展
示
会
を
、
国
際
会
姉

５
Ｆ
小
ホ
ー
ル
と
展
示
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

☆
詩
人
の
足
立
巻
一
さ
ん
の
労
作
「
や

ち
ま
た
」
が
出
版
さ
れ
、
十
一
月
ニ
ト

日
生
田
神
社
会
館
で
出
版
記
念
会
が
開

か
れ
室
し
た
。
（
河
出
書
房
新
社
発
行
、

上
下
２
巻
三
二
○
○
円
）

★
神
戸
ま
つ
り
や
、
神
戸
っ
子
の
会
で

お
世
話
に
た
っ
た
岡
本
玉
治
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
十
月
十
三
日
平
野
東
福
寺
で

ご
葬
儀
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

醤
蝿
駿
亨

☆
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

に
思
う

師
走
と
い
う
の
は
何
と
な

く
気
ぜ
わ
し
い
・
廻
月
に
入

る
と
街
は
お
歳
幕
と
ク
リ
ス

マ
ス
セ
ー
ル
で
ご
っ
た
返
し

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
例
年
の
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
の
行
事

が
今
年
も
始
っ
た
。

今
年
は
昨
年
の
石
油
危
機

花時計

０
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１

｜
【
○
ｍ
両
弔
○
の
弓

雲蕊
存
知
で
す
か
？
あ
の
元
町
ブ

ラ
ザ
ビ
ル
の
６
階
に
ト
ー
月
ト

ー
日
か
ら
元
町
プ
ラ
ザ
文
化
セ

ン
タ
ー
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
目
／
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
／
キ
ャ
ン
ド
ル

／
日
本
舞
踊
髭
組
ひ
も
／
ス
タ
イ
ル
面
／

瑳
峨
御
流
い
け
ば
な
〆
シ
ャ
ン
ソ
ン
／
押

絵
／
紙
人
形
／
木
目
込
人
形
／
日
本
人
形

／
洋
裁
／
英
数
進
学
教
室
／
耕
道
（
漢
字

・
か
な
）
／
ペ
ン
習
字
／
祭
刻
／
茶
道
〆

七
宝
／
英
会
話
／
仏
会
話
／
ギ
タ
ー
／
手

あ
み
／
き
も
の
着
付
／
和
裁
／
舗
曲
／
三

絃
／
バ
レ
エ
／
フ
ラ
ン
ス
刺
洲
／
ピ
ア
ノ

場
所
／
神
戸
市
生
田
区
元
町
通
二
丁
目
一

元
町
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
６
階
国
鉄
元
町
駅
南
側

雷
○
七
八
（
三
三
ｌ
）
六
四
三
九

☆
言
圃
○
Ｐ
面
目
ご
殉
国
ロ
少
の

富
津
伊
伊
ロ
句
○
援
弓
尉
琵
の
目

謎
の
飛
行
物
体
が
神
戸
の
上

空
に
出
ｗ
／
、
あ
っ
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
が
破
壊
さ
れ
る
…
…

グ
ル
ー
プ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
会
員

で
、
長
い
間
グ
ル
ー
プ
で
の
イ

ベ
ン
ト
活
動
を
行
左
っ
て
い
た

以
来
、
物
価
が
毎
凡
の
よ
う

に
急
騰
し
、
倒
産
し
た
企
業

も
多
く
、
イ
ラ
イ
ラ
、
ハ
ラ

ハ
ラ
し
ど
お
し
の
一
年
だ
っ

た
。世

の
中
が
不
況
ム
ー
ド
で

少
し
暮
し
向
き
が
悪
く
な
る

と
、
一
番
そ
の
し
わ
よ
せ
を

多
く
受
け
る
の
は
や
は
り
老

人
や
心
身
障
害
者
な
ど
の
生

活
力
の
弱
い
人
た
ち
で
は
な

い
か
と
思
う
。

福
祉
元
年
と
い
う
言
葉
が

さ
か
ん
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

の
は
昨
年
だ
が
、
棉
祉
二
年

め
で
あ
る
は
ず
の
今
年
は
不

況
ム
ー
ド
の
影
で
福
祉
も
ど

こ
か
へ
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
感
が
あ
っ
た
。

年
末
に
な
る
と
ま
た
思
い

出
し
た
よ
う
に
「
な
べ
の

会
」
と
か
い
ろ
い
ろ
な
た
す

け
あ
い
連
動
が
始
ま
る
が
、

こ
う
し
た
た
す
け
あ
い
運
動

が
単
に
年
末
だ
け
の
行
事
に

終
る
こ
と
な
く
、
年
間
を
通

し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
方

法
を
も
っ
と
考
え
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

市
民
が
い
つ
で
も
お
互
い

に
助
け
あ
う
よ
う
な
気
運
が

盛
り
上
っ
て
こ
そ
、
神
戸
が

住
み
よ
い
福
祉
都
市
に
な
る

と
思
う
の
だ
が
。
（
Ｈ
）

榎
忠
さ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
の
個

展
を
十
一
月
三
ｎ
か
ら
十
剛
ま

で
三
宮
さ
ん
プ
ラ
ザ
二
Ｆ
の
喫

茶
店
パ
ー
ル
横
の
空
間
で
開

催
。
「
こ
こ
は
誰
で
も
が
行
つ

り
来
た
り
で
き
る
場
で
し
よ

』
っ
。
そ
れ
だ
け
で
も
而
廊
な
ど

と
述
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

：
・
・
・
、
」

六
月
か
ら
制
作
に
か
か
っ
た

と
い
う
作
品
は
ド
ア
ー
を
開
け

る
と
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
円
盤
が

飛
ぶ
個
室
と
写
真
。
ま
た
こ
の

作
品
は
十
一
月
十
九
日
か
ら
二

四
Ｈ
ま
で
京
都
の
ギ
ャ
ル
リ
ー

息
で
も
腔
示
さ
れ
た
。

★
ｎ
月
号
神
戸
百
景
「
神
戸
大
雪
学
」
の
小

倉
宗
夫
さ
ん
の
文
中
。
神
戸
大
学
の
前
身

に
、
神
戸
商
科
大
学
と
あ
っ
た
の
は
神
戸

商
業
大
学
の
間
述
い
で
し
た
。
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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ハ
イ
カ
ラ
の
伝
統
生
き
る

吉
同
級
洋
品
雑
貨

ＭＥＲＲＹＣＨＲＩＳＴＭＡＳ

紫
涌

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
頭
師
赤
池
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
狐
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西口) ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3

営業時間
A､Ｍ’11 . 3 0～Ｐ.Ｍ､9 . 0 0

1４２

ヤ
タ
ナ
カ
オ
元
町
三
丁
目

窓
卿
邪
祁
叩
脹

お
す
レ

イ
ん
ぶ
ら

b陶薗ワ

鷺

北欧の銘菓｜･ｸﾘｽﾏｽｹｰｷ予約承ります
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亀
噺
Gｒｂ

葉
月
一
郎

え
・
小
西
保
文
（
腫
字
も
）

口
連
載
小
説

や
薮
簿

’
143

〈
妬
〉
前
衛
部
隊

昼
下
が
り
の
支
局
に
、
漢
電
（
漢
字
電
送
機
）
タ
イ
プ
を
叩
く

音
が
規
則
正
し
く
流
れ
た
。

若
い
パ
ン
チ
ャ
ー
の
指
が
、
熟
練
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
よ
う
に

文
字
雛
の
上
を
軽
快
に
泳
ぎ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
響
き
を
立
て
て
い

る
。支

局
の
原
稿
は
、
こ
の
漢
電
に
よ
っ
て
大
阪
の
本
社
へ
送
ら
れ

る
。
神
戸
で
タ
イ
プ
を
叩
く
と
、
同
時
に
本
社
で
受
信
用
の
テ
ー

プ
が
回
り
、
そ
の
ま
ま
活
字
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
発
車
、
進
行
、
で
す
ね
」

感
慨
を
こ
め
て
、
戸
波
は
背
後
の
泉
田
次
長
を
振
り
返
る
。
泉

田
が
、
一
一
コ
リ
と
も
せ
ず
に
肯
く
。

パ
ン
チ
ャ
ー
が
送
信
し
て
い
る
原
稿
は
、
兵
庫
製
鉄
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
第
一
弾
、
「
赤
い
け
む
２
と
題
し
た
連
載
記
事
の
一
回

目
と
二
回
目
な
の
だ
。

あ
と
三
日
。
来
週
の
月
曜
か
ら
掲
載
が
は
じ
ま
る
予
定
で
あ
る
。

「
絵
は
、
で
き
た
の
で
す
か
」

焔

「
あ
あ
、
こ
れ
だ
。
な
か
な
か
の
力
作
だ
よ
」

泉
田
は
、
引
出
し
か
ら
、
十
枚
近
い
絵
を
取
り
出
し
て
み
せ

た
。描

い
た
の
は
地
元
の
、
と
い
う
よ
り
は
日
本
の
洋
画
界
で
、
こ

の
二
、
三
年
前
か
ら
大
き
く
頭
角
を
現
し
て
き
た
吉
良
陽
之
介
。

そ
の
画
伯
を
起
用
し
て
、
と
く
に
「
公
害
の
町
の
ス
ケ
ッ
チ
」
を

書
か
せ
た
の
で
あ
る
。

「
さ
す
が
、
だ
な
。
な
に
よ
り
も
、
筆
を
と
っ
た
と
き
の
姿
勢
が

〈
あ
ら
す
じ
〉
昭
和
四
十
五
年
秋
Ｉ
。
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
戸
波
峻
記
者
は
、
怠

惰
な
日
常
の
中
で
パ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
情
事
に
溺
れ
て
い
た
が
、
地
元
の
大
手
企
業

兵
庫
製
鉄
（
兵
鉄
）
の
公
害
で
ユ
カ
た
ち
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
石
津
支

局
長
た
ち
の
企
画
し
た
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
。

そ
の
直
前
、
戸
波
は
酔
客
に
か
ら
ま
れ
て
い
た
兵
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
を
助

け
る
。
後
日
、
亜
紀
子
は
会
社
首
脳
ら
が
協
議
し
た
新
聞
社
対
策
な
ど
の
内
容
を
相

次
い
で
戸
波
に
知
ら
せ
、
唇
を
与
え
て
「
好
き
だ
」
と
告
げ
た
り
す
る
。

公
害
告
発
の
取
材
は
大
詰
め
を
迎
え
、
兵
鉄
の
和
久
井
社
長
、
大
北
専
務
ら
と
の

会
見
も
実
現
す
る
が
、
会
社
側
は
高
姿
勢
の
答
弁
を
つ
づ
け
る
。
そ
し
て
、
毎
朝
新

聞
に
対
し
広
告
の
掲
載
を
取
り
や
め
る
な
ど
圧
力
工
作
を
は
じ
め
る
。

戸
波
と
の
接
触
の
内
容
を
会
社
の
花
房
総
務
部
長
に
遂
一
連
絡
し
て
い
る
こ
と
で

亜
紀
子
に
疑
惑
を
持
っ
た
戸
波
は
、
あ
る
夜
、
亜
紀
子
を
鰐
っ
て
六
甲
山
頂
の
ホ
テ

ル
へ
投
宿
す
る
。
そ
こ
で
亜
紀
子
は
、
か
っ
て
誤
報
記
事
を
香
か
さ
れ
て
自
殺
し
た

記
者
の
妹
で
あ
る
こ
と
を
告
白
、
会
社
か
ら
の
圧
力
が
さ
ら
に
加
わ
り
そ
う
だ
と
戸

波
に
告
げ
、
抱
い
て
ほ
し
い
と
身
を
投
げ
か
け
て
き
た
。
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お
び
た
だ
し
い
下
請
工
場
に
対
し
て
メ
ス
を
入
れ
て
い
る
。

工
場
の
牌
部
に
よ
る
地
元
自
治
会
の
締
め
つ
け
。
公
害
反
対
の

動
き
に
対
す
る
封
鎖
作
戦
や
ア
カ
攻
撃
…
…
。

神
戸
市
と
結
ん
だ
公
害
防
止
協
定
に
は
、
住
民
が
立
入
り
検
査

で
き
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
住
民
代
表
の
一
人
は
、
有

力
下
請
会
社
報
徳
工
業
の
有
野
社
長
が
選
ば
れ
て
い
る
事
実
も
。

こ
の
二
回
目
を
松
岡
記
者
と
二
人
で
担
当
し
た
戸
波
は
、
取
材

で
知
り
合
っ
た
地
元
の
畳
屋
金
原
祐
介
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
た
。

「
新
聞
な
ん
か
ア
テ
に
し
と
ら
ん
」

そ
う
い
い
な
が
ら
も
金
原
は
、
戸
波
が
訪
れ
る
た
び
に
資
料
を

出
し
て
く
れ
た
。

無
愛
想
な
、
早
く
帰
れ
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
応
対
な
の
に
、
手

渡
さ
れ
た
資
料
は
部
厚
く
、
一
つ
ひ
と
つ
が
正
確
で
、
的
を
射
て

い
た
。

「
み
ん
な
に
わ
か
る
よ
う
に
、
う
ま
い
こ
と
書
け
る
か
ね
え
」

冷
笑
と
も
と
れ
る
口
元
だ
っ
た
。

「
誇
張
し
た
ら
、
あ
か
ん
よ
。
ひ
か
え
目
に
、
お
さ
え
て
書
い
て

く
れ
た
方
が
効
果
が
あ
る
か
ら
な
」

ま
る
で
、
編
集
局
長
み
た
い
な
こ
と
ば
も
聞
い
た
。

そ
の
つ
ど
戸
波
の
神
経
は
、
ま
る
で
火
傷
し
た
皮
間
の
よ
う
に

ひ
き
つ
っ
た
。

こ
の
男
は
、
大
企
業
の
お
膝
元
に
住
み
つ
く
と
い
う
生
活
環
境

の
中
か
ら
、
タ
ヶ
ノ
コ
の
よ
う
に
頭
を
も
た
げ
て
き
て
い
る
。
「
勇

気
」
た
ど
と
い
う
生
易
し
い
も
の
で
な
く
、
も
っ
と
し
た
た
か
な

信
念
が
、
こ
の
男
を
支
え
て
い
る
に
違
い
た
い
。

「
住
民
の
を
、
心
の
痛
み
み
た
い
た
も
の
を
わ
か
っ
た
う
え
で
、

記
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
な
」

四
度
目
に
会
っ
た
と
き
、
金
原
は
そ
う
い
っ
た
。
興
味
本
位
と

か
、
一
時
的
を
正
義
感
だ
け
で
取
り
上
げ
る
の
な
ら
、
や
め
と
い

て
く
れ
、
と
顔
に
書
い
て
い
た
。

下
町
の
畳
屋
の
親
父
に
す
ぎ
な
い
金
原
の
表
情
を
、
戸
波
は
あ

ら
た
め
て
み
つ
め
直
し
て
い
た
。

（
や
は
り
、
た
だ
も
の
で
は
な
い
な
）

’
4４

い
い
よ
」

連
城
記
事
に
は
毎
回
写
真
を
添
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
れ

が
、
こ
の
朝
、
急
拠
、
吉
良
画
伯
の
絵
に
変
更
さ
れ
た
。

画
伯
自
身
の
知
名
度
も
あ
る
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
ス
タ
ッ
フ
の

心
を
打
っ
た
の
は
、
一
連
の
絵
の
持
っ
て
い
る
凄
惨
な
ま
で
の
迫

力
で
あ
っ
た
。
あ
の
枯
淡
な
ま
で
に
物
静
か
な
従
来
の
画
調
が
、

嘘
の
よ
う
に
一
変
し
て
い
た
の
だ
。

「
そ
れ
だ
け
、
公
害
が
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
や
ま
あ
」

届
け
ら
れ
た
絵
を
呪
み
つ
け
て
い
た
石
津
支
局
長
が
、
う
ま
る

よ
う
な
声
を
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
男
ら
し
い
速
断
で
、
写
真

を
絵
に
変
え
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

「
見
と
っ
て
み
い
。
吉
良
セ
ン
セ
イ
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
ん
な
調

子
の
絵
ば
か
り
描
く
よ
う
に
た
る
で
」

一
流
画
家
を
バ
リ
バ
リ
と
佼
み
く
だ
い
て
し
ま
い
そ
う
な
、
新

聞
人
ら
し
い
征
服
欲
が
、
そ
の
言
葉
の
は
し
ば
し
に
う
か
が
わ
れ

た
。「

写
真
は
写
真
で
使
お
う
。
連
載
が
終
っ
た
こ
ろ
に
グ
ラ
フ
特
集

で
、
ぶ
つ
つ
け
た
ら
い
い
」

飽
く
こ
と
の
な
い
食
欲
を
み
せ
つ
け
な
が
ら
、
支
局
長
は
絵
か

ら
視
線
を
離
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
記
事
の
訴
え
か
け
Ｉ
。

同
時
に
添
え
た
、
こ
の
絵
の
迫
真
カ
ー
．

身
ぶ
る
い
し
た
く
な
る
よ
う
左
興
奮
が
、
戸
波
を
包
む
。

（
黙
っ
て
た
ら
、
ち
っ
と
も
よ
く
宏
ら
な
い
わ
）

ユ
カ
の
声
を
思
い
起
こ
す
。

そ
う
だ
。

記
者
も
、
絵
か
き
も
、
巷
の
人
た
ち
も
、
み
ん
な
で
声
を
そ
ろ

え
て
叫
び
声
を
上
げ
た
く
て
は
…
…
。

パ
ン
チ
ャ
ー
が
、
連
戦
シ
リ
ー
ズ
の
二
回
目
の
原
稿
を
送
り
は

じ
め
た
。

一
回
目
は
「
住
民
の
カ
ル
テ
』
つ
ま
り
、
束
神
戸
で
被
害
を
う

け
て
い
る
人
た
ち
の
、
症
状
や
声
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
二
回
目
の
題
は
、
「
外
堀
・
内
堀
」
。
大
企
業
兵

庫
製
鉄
を
城
の
本
丸
と
し
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
堀
割
の
よ
う
な
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ふ
た
り
は
、
結
ば
れ
な
か
っ
た
。

並
ん
だ
二
組
の
夜
具
に
横
た
わ
り
は
し
た
が
、
つ
い
に
肌
を
重

ね
る
こ
と
も
な
く
朝
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

心
の
中
で
は
、
何
よ
り
も
そ
れ
を
求
め
な
が
ら
、
戸
波
は
ひ
た

す
ら
耐
え
た
。

亜
紀
子
も
心
の
準
備
は
で
き
て
い
た
は
ず
だ
。
激
し
い
く
ち
づ

け
ま
で
か
わ
し
、
む
し
ろ
そ
れ
を
待
ち
望
む
気
持
も
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

な
の
に
、
ひ
と
り
の
男
で
あ
る
戸
波
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
の

は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
輩
記
者
、
そ
れ
も
相
手
側
の
工
作
の
た
め
に
記
事
を
誤
報
扱

い
に
さ
れ
て
自
殺
し
た
、
い
わ
ば
悲
劇
の
英
雄
記
者
の
妹
で
あ
っ

た
、
と
い
う
新
し
い
発
見
。
そ
れ
が
、
こ
だ
わ
り
を
生
ん
だ
こ
と

は
否
定
で
き
ま
い
。

も
う
ひ
と
つ
１
．

そ
ん
な
境
遇
の
女
性
が
、
攻
撃
相
手
の
公
害
工
場
の
従
業
員
で

あ
る
こ
と
は
、
記
者
に
と
っ
て
〃
好
都
合
〃
に
は
違
い
な
い
。
し

か
し
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
、
肉
体
関
係
ま
で
進
ん
で
し
ま
っ
て

い
い
か
ど
う
か
。

た
め
ら
い
は
、
そ
こ
か
ら
も
生
れ
た
。

亜
紀
子
を
六
甲
山
頂
の
ホ
テ
ル
ま
で
誘
っ
た
の
は
、
好
意
や
欲

の
方
は
、
い
か
に
も
市
会
議
員
ら
し
い
ゆ
っ
た
り
し
た
物
腰
で
、

軽
く
肯
い
た
り
、
じ
っ
と
腕
組
み
し
て
耳
を
傾
け
た
り
…
…

（
こ
れ
も
、
兵
庫
製
鉄
さ
し
回
し
の
、
前
衛
部
隊
と
み
る
べ
き
か
）

不
意
に
、
全
く
不
意
に
、
戸
波
の
胸
の
中
を
派
紀
子
が
占
領
し

て
き
た
。

「
も
っ
と
、
も
っ
と
圧
力
が
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

わ
」
ｌ
そ
う
い
っ
て
、
う
つ
む
い
た
白
い
う
意
じ
。

「
お
願
い
、
強
く
抱
い
て
」
ｌ
震
え
を
帯
び
た
柔
か
を
岐
態
の

息
づ
か
い
。

熱
く
、
な
ま
な
ま
し
い
前
夜
の
記
憶
が
、
あ
ざ
や
か
に
昨
え
っ

て
く
る
：
…
．
。

4５

金
原
の
住
む
あ
た
り
の
町
内
自
治
会
で
は
、
役
員
の
な
か
ば
近

く
を
彼
の
仲
間
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

下
請
会
社
の
幹
部
が
「
み
ん
な
、
ア
カ
ば
っ
か
り
じ
ゃ
」
と
、

敵
意
を
露
骨
に
み
せ
た
の
を
思
い
出
す
。

「
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
い

い
原
稿
に
し
て
み
せ
ま
す
か
ら
」

心
か
ら
、
そ
う
誓
う
。
し
か
し
金
原
は
、
も
う
背
中
を
み
せ
て

表
替
え
の
古
畳
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

い
ま
、
い
よ
い
よ
本
社
へ
と
送
ら
れ
て
ゆ
く
自
分
の
原
稿
を
眺

め
な
が
ら
、
戸
波
は
形
容
し
が
た
い
充
実
感
を
お
ぼ
え
る
。

こ
の
五
年
間
、
こ
れ
ほ
ど
背
後
の
願
い
の
重
さ
を
両
肩
に
意
識

し
て
鉛
筆
を
握
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

金
原
だ
け
で
は
な
い
。

取
材
で
会
っ
た
被
害
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
ま
さ
に
〃
心
の

痛
み
″
を
ぶ
つ
つ
け
て
き
た
。
そ
れ
を
忘
れ
て
は
左
る
ま
い
。

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
を
推
し
進
め
て
き
た

石
津
支
局
長
の
胸
の
内
を
の
ぞ
い
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
の
支
局
長
は
、
さ
き
ほ
ど
か
ら
席
の
そ
ば
の
ソ
フ
ァ
ー
で
来

客
と
話
し
こ
ん
で
い
る
。
客
は
、
ま
る
で
ボ
ク
サ
ー
崩
れ
を
思
わ

せ
る
中
年
の
男
で
あ
る
。

「
泉
田
さ
ん
、
あ
れ
、
だ
れ
で
す
か
」

泉
田
が
、
投
げ
捨
て
る
よ
う
な
口
調
で
答
え
る
。

「
兵
庫
製
鉄
さ
」

「
え
？
本
当
で
す
か
」

「
正
確
に
い
う
と
、
社
員
じ
ゃ
な
い
。
ま
、
お
か
か
え
み
た
い
な

市
会
議
員
だ
よ
。
有
野
と
か
い
っ
た
か
な
」

「
有
野
？
有
野
な
ら
報
徳
工
業
の
社
長
の
．
…
：
」

「
う
－
ん
。
た
し
か
、
そ
の
社
長
の
弟
だ
と
か
い
っ
て
た
な
」

見
覚
え
が
あ
る
。

兵
庫
製
鉄
の
下
請
会
社
が
組
織
し
て
い
る
「
ひ
ょ
う
て
つ
会
」

の
、
実
質
的
左
推
薦
候
補
者
だ
。
地
元
の
区
で
、
い
つ
も
最
高
点

で
当
選
し
て
き
て
い
る
。

招
い
た
の
か
、
押
し
か
け
て
来
た
の
か
。

支
局
長
の
表
情
は
、
斜
め
う
し
ろ
向
き
で
、
見
え
に
く
い
。
男
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望
や
好
奇
心
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
念
に
従
っ
た
行
為
に
す
ぎ
な

い
、
と
も
い
え
る
。
所
詮
は
、
男
の
卑
し
い
欲
望
だ
と
片
付
け
ら

れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。

（
広
い
意
味
で
、
行
き
ず
り
の
女
に
対
す
る
感
情
と
大
差
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
い
）

だ
が
、
先
輩
記
者
の
妹
で
あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
意
志
を
も
っ

て
公
害
工
場
の
側
か
ら
情
報
を
提
供
し
つ
づ
け
て
い
て
く
れ
る
と

わ
か
っ
た
い
ま
、
軽
々
し
く
抱
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。そ

ん
な
理
性
を
、
戸
波
は
持
て
あ
ま
し
た
。

「
ぼ
く
に
は
女
房
が
い
る
。
も
う
三
年
も
前
か
ら
別
居
し
た
ま
ま

だ
け
ど
」

口
に
出
す
こ
と
で
、
自
分
の
感
情
を
封
じ
こ
め
よ
う
と
し
た
。

亜
紀
子
は
、
し
か
し
、
表
情
ひ
と
つ
変
え
ず
に
受
け
と
め
て
い
た
。

「
知
っ
て
ま
す
」

「
え
？
そ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
た
の
」

「
え
え
、
み
ん
な
、
う
ち
の
会
社
の
リ
ス
ト
に
…
…
」

「
．
．
．
・
・
：
。
：
。
。
」

あ
ら
た
め
て
、
兵
庫
製
鉄
の
底
知
れ
ぬ
巨
大
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
。そ

れ
に
く
ら
べ
て
、
こ
ち
ら
は
、
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
さ
す
ぎ

る
。
街
を
住
み
よ
く
し
た
い
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
願
っ
て
、
素

手
で
、
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
な
無
力
感
が
、
い
つ
も
心
の
ど
こ

か
に
あ
っ
た
１
．

ふ
ろ
へ
入
る
。

窓
を
し
め
て
、
霧
を
さ
え
ぎ
る
。

浴
衣
姿
で
、
床
に
横
た
わ
っ
た
亜
紀
子
が
、
ひ
ど
く
女
っ
ぽ
く

映
っ
た
。
新
妻
の
よ
う
な
恥
じ
ら
い
が
、
眼
元
に
浮
か
ん
で
い
る
。

だ
が
戸
波
は
、
か
ろ
う
じ
て
自
分
を
抑
え
た
。

静
か
に
、
天
井
へ
視
線
を
移
す
と
、
亜
紀
子
が
つ
ぶ
や
い
た
。

。
緒
に
、
四
、
五
日
ぐ
ら
い
、
旅
行
し
た
い
わ
」

「
…
…
旅
か
。
い
い
だ
ろ
う
な
あ
」

「
九
州
へ
、
そ
う
、
兄
が
勤
務
し
て
い
た
町
を
、
一
緒
に
回
っ
て

み
た
い
」

腹
の
底
へ
響
く
よ
う
な
重
い
声
で
、
戸
波
は
甘
酸
っ
ぱ
い
追
想

か
ら
引
き
も
ど
さ
れ
た
。

声
の
主
は
、
支
局
長
と
話
し
こ
ん
で
い
た
市
会
議
員
の
有
野
だ

っ
た
。
わ
め
く
の
と
同
時
に
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
ら
し

く
、
突
っ
立
っ
た
姿
が
み
え
た
。

「
や
め
る
の
か
、
書
く
の
か
、
ど
っ
ち
や
ね
ん
」

８
１
４
１
１

そ
の
町
な
ら
、
一
度
だ
け
走
り
抜
け
た
こ
と
が
あ
る
。

昔
の
殿
様
の
屋
敷
を
改
造
し
た
海
辺
の
庭
園
、
三
宮
に
ひ
け
を

と
ら
ぬ
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た
繁
華
街
、
城
山
か
ら
見
下
ろ
し
た
街

の
た
た
ず
ま
い
、
そ
し
て
、
濁
り
を
知
ら
ぬ
蒼
い
海
１
．

二
人
の
記
憶
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
と
、
一
つ
の
城
下
町
が
完
成

し
た
。話

が
は
ず
む
。
話
題
は
、
若
い
い
の
ち
を
自
ら
絶
っ
た
亜
紀
子

の
兄
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

入
社
後
、
は
じ
め
て
地
方
版
に
戦
っ
た
小
さ
な
自
分
の
記
事
を
、

速
達
で
送
っ
て
き
た
話
。

ひ
と
か
か
え
も
あ
る
名
産
の
大
根
を
か
つ
い
で
、
帰
省
し
た
と

き
の
想
い
出
。

「
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
、
少
し
考
え
て
か
ら
口
に
出
す
と
こ
ろ

な
ん
か
、
戸
波
さ
ん
と
そ
っ
く
り
で
し
た
」

深
い
深
い
瞳
の
い
る
で
あ
る
。
兄
を
信
じ
、
な
つ
か
し
み
、
愛

し
て
い
る
妹
の
こ
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
な
…
・
・
・
・

九
州
を
語
り
、
兄
に
触
れ
る
こ
と
で
、
亜
紀
子
も
気
づ
ま
り
な

雰
囲
気
を
ほ
ぐ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
た
。

は
じ
め
て
の
二
人
だ
け
の
夜
。
そ
れ
が
、
ど
う
や
ら
何
事
も
な

く
明
け
そ
う
だ
と
、
こ
の
と
き
戸
波
は
思
う
。

（
こ
れ
で
い
い
。
こ
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
だ
）

そ
れ
は
、
確
信
に
似
て
い
た
。

「
母
と
、
来
年
大
学
を
出
る
弟
と
、
三
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
気
に
左
っ
た
ら
、
い
ち
ど
、
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ね
」

亜
紀
子
が
そ
う
告
げ
た
と
き
、
窓
の
向
う
に
朝
が
の
ぞ
い
た
。

霧
の
か
わ
り
に
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
え
た
。
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_ｐ

支
局
長
を
に
ら
み
す
え
た
ま
ま
、
有
野
の
口
か
ら
再
び
罵
声
が

飛
ん
だ
。

思
わ
ず
、
急
ぎ
足
で
近
寄
る
。

支
局
長
は
、
そ
の
戸
波
へ
チ
ラ
と
目
を
や
る
と
、
ゆ
っ
く
り
視

線
を
有
野
へ
戻
し
た
。

意
外
に
平
静
な
表
情
で
あ
る
。
ど
う
で
も
い
い
こ
と
を
、
ま
ぜ

こ
ん
な
に
騒
ぐ
の
か
、
と
い
っ
た
顔
付
き
で
も
あ
る
。

誘
わ
れ
る
よ
う
に
有
野
も
再
び
腰
を
お
ろ
し
た
。
し
か
し
、
語

調
は
荒
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

「
え
え
か
を
。
神
戸
に
住
ん
で
い
る
人
間
と
し
て
、
兵
庫
製
鉄
に

弓
を
ひ
く
ヤ
シ
を
、
黙
っ
て
見
逃
が
す
わ
け
に
は
い
か
ん
、
と
い

う
と
る
ん
や
で
」

「
い
や
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
な
。
私
た
ち

は
、
な
に
も
、
弓
を
ひ
く
と
か
…
…
」

「
や
か
ま
し
い
。
公
害
の
こ
と
、
書
き
立
て
る
。
そ
れ
も
、
ア
カ

の
い
う
通
り
に
騒
ぎ
立
て
る
ち
ゅ
う
の
は
た
、
ど
う
し
て
も
許
せ

ん
。
第
一
、
社
会
不
安
を
起
す
モ
ト
や
な
い
か
」

ま
る
で
、
何
一
つ
聞
い
て
い
な
い
素
振
り
で
、
支
局
長
は
タ
バ

コ
を
く
わ
え
た
。
ゆ
っ
く
り
と
、
こ
と
ば
を
は
さ
ん
だ
。

「
ご
批
判
は
、
な
ん
ぼ
で
も
お
聞
き
し
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
、

亀

’
4７

新
聞
に
載
っ
て
か
ら
に
し
て
く
れ

ま
せ
ん
か
」

「
そ
れ
で
は
遅
い
か
ら
、
こ
う
や

っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
出
て
来
と
る
ん

や
な
い
か
。
そ
れ
に
、
そ
ん
な
も

ん
が
出
た
ら
、
新
聞
が
売
れ
ん
よ

う
に
た
る
で
」

「
結
拙
で
す
。
い
く
ら
部
数
が
へ

っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
」

は
じ
め
て
強
い
口
調
が
返
る
。

反
射
的
に
、
有
野
が
拳
で
テ
ー
ブ

ル
を
叩
い
た
。

「
え
え
加
減
に
せ
ん
か
。
え
？

わ
し
の
う
し
ろ
に
は
な
、
命
知
ら

ず
の
若
い
も
ん
が
、
五
十
人
か
ら

百
人
は
お
る
ん
や
で
」

歴
戦
の
ボ
ク
サ
ー
に
似
た
顔
の

こ
め
か
み
あ
た
り
で
、
血
管
が
赤

く
ふ
く
れ
上
が
っ
て
み
え
た
。

（
つ
づ
く
）
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☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
築
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
三
○
○
円

１
年
分
二
五
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
書
生
田
区
古
湊
通
１

★
真
夜
、
独
り
で
音
楽
を
聴
く
。
シ
タ
ー

ル
、
タ
プ
ラ
、
ク
ン
プ
ー
ラ
。
印
度
の
伝

統
楽
器
の
音
色
が
閃
暗
い
空
間
を
湖
夢
。

夢
想
は
遥
か
千
年
王
国
の
彼
方
へ
と
．
…
．
．

ｌ
あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ
。
〈
さ
〉

☆
無
国
籍
が
束
遊
園
地
で
映
画
の
ロ
ケ
を

や
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ
れ
と
ば
か
り

カ
メ
ラ
を
下
げ
て
か
け
つ
け
た
の
に
、
後

で
み
る
と
フ
ィ
ル
ム
が
入
っ
て
な
か
っ

た
。
で
も
見
物
人
役
で
映
画
に
は
写
っ
て

い
る
は
ず
だ
よ
。
（
井
上
久
代
）

★
同
じ
く
私
も
映
画
に
写
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
心
の
準
備

を
し
て
い
く
の
に
…
…
。
寒
く
な
り
ま
し

た
ね
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
お
互
い
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
（
中
村
雅
子
）

★
と
て
も
寒
く
な
っ
て
き
蛍
し
た
。
何
も

か
も
と
っ
て
も
冷
た
い
デ
ス
。
そ
の
な
か

に
ひ
と
つ
だ
け
暖
か
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ハ
イ
。
あ
り
が
と
う
。〈

川
崎
啓
一
〉

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

安
部
正
夫
小
林
秀
雄
竹
馬
準
之
助

朝
比
奈
隆
上
林
英
一
外
島
健
吉

青
木
重
雄
後
藤
末
二
直
木
太
一
郎

砂
野
仁
古
林
喜
楽
西
村
功

乾
豊
彦
坂
井
時
忠
西
脇
親

石
野
信
一
阪
本
勝
中
巻
弘

石
野
成
明
雀
部
昌
之
介
中
西
勝

榎
並
正
一
白
川
渥
難
波
還

牛
尾
吉
朗
新
谷
秀
雄
南
部
圭
三

岡
崎
忠
塩
路
義
孝
野
沢
幸
二
郎

小
曽
根
真
造
砂
田
重
民
畑
専
一
郎

小
野
一
夫
角
・
南
猛
夫
深
水
惣
吉

金
井
元
彦
竹
中
郁
福
冨
芳
美

嘉
納
正
治
滝
川
清
一
松
井
高
男

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
二
宮
崎
辰
雄

柏
井
健
一
田
宮
虎
彦
宮
地
聖
二

鴨
居
玲
田
中
健
一
郎
光
田
顕
司

貝
原
六
一
王
井
操
村
上
正
二
郎

楠
本
憲
吉
田
辺
聖
子
百
崎
辰
雄

小
磯
良
平
陳
舜
臣
元
永
定
正

小
林
芳
夫
高
橋
孟
行
吉
哉
女

小
泉
徳
一
津
高
和
一
神
戸
青
年
会
議
所

☆
早
い
も
の
で
一
九
七
四
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
一
カ
月
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
り
返

っ
て
み
る
と
神
戸
の
街
も
今
年
は
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
徐
々
で

は
あ
り
ま
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と

し
て
の
体
裁
が
整
っ
て
き
た
よ
う
な
気
も

し
蓋
す
。
で
も
本
物
に
な
っ
て
く
る
に
は

来
年
か
ら
が
勝
負
と
思
い
ま
す
。
で
も
と

う
節
約
ム
ー
ド
で
は
ね
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
そ

れ
が
心
配
で
す
。
雑
誌
神
戸
っ
子
も
内
容

装
訂
と
も
年
々
立
派
に
な
っ
て
き
た
の
は

ひ
と
え
に
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
の
賜
物

だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
も
っ
と
す
ば
ら

し
い
の
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
灘
区
谷
本
昌
平
）

★
神
戸
の
地
を
離
れ
て
二
年
が
経
ち
ま
し

た
。
半
年
に
一
度
は
か
な
ら
ず
帰
っ
て
い

愛
読
者

サ
ロ
ン

〃〃ハ

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
血

☆
発
行
／
鯛
年
姻
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
畑
の
１

１
大
神
ビ
ル
８
階

雪
脚
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
剛
円

る
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
い
気
は
し
な
い
。
で

も
や
っ
ぱ
り
想
い
出
す
の
は
、
海
、
潮

風
、
緑
の
山
々
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

香
り
の
す
る
神
戸
の
街
で
す
。

（
東
京
都
大
橋
十
三
子
）

★
毎
月
楽
し
い
神
戸
の
お
便
り
届
け
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
郷
土

の
本
と
し
て
の
”
神
戸
っ
子
“
は
今
の
ま

ま
で
良
い
よ
う
デ
ス
け
ど
、
あ
え
て
希
望

す
れ
ば
、
も
っ
と
じ
か
に
街
の
人
々
の
表

精
を
伝
え
て
く
れ
る
部
分
が
あ
れ
ば
よ
り

楽
し
い
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
平
塚
市
田
中
清
）

☆
秋
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
神
戸
に

住
む
神
戸
っ
子
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か

私
は
、
昨
年
横
浜
に
転
居
し
て
以
来
、
神

戸
と
ご
ぶ
さ
た
し
て
お
り
ま
す
。
横
浜
も

な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
神
戸
と
と

て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。
神
戸
の
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
横
浜
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

港
が
見
え
て
、
丘
が
あ
り
、
タ
ワ
ー
が
そ

び
え
、
中
華
街
。
な
ん
と
な
く
神
戸
に
い

た
時
と
錯
覚
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
横

浜
と
神
戸
、
い
ち
ど
特
集
を
組
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

（
横
浜
市
村
上
裕
之
）

１
４８

１

コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

漢
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
湊
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戟
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

☆
一
九
七
四
年
の
編
集
を
終
え
て
、
い
よ

い
よ
昭
和
五
○
年
を
迎
え
る
。
サ
ン
タ
も

驚
く
不
景
気
な
年
の
瀬
。
使
い
捨
て
の
時

代
は
終
わ
っ
て
、
磨
き
を
か
け
て
物
を
使

う
時
代
が
も
ど
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
生
き

残
っ
て
こ
そ
〃
ほ
ん
も
の
“
・
神
戸
っ
子

も
街
の
雑
誌
と
し
て
ぬ
必
意
気
を
失
わ
な

い
で
、
じ
っ
く
り
見
き
わ
め
な
が
ら
五
○

年
を
迎
え
た
い
。
〈
小
泉
康
夫
〉

☆
い
や
な
こ
と
が
多
い
年
の
暮
れ
だ
が
、

こ
ん
な
時
こ
そ
心
な
ぐ
さ
め
ら
れ
る
の
は

音
楽
だ
。
そ
う
い
え
ば
今
ま
で
私
を
支
え

て
く
れ
た
の
も
音
楽
だ
つ
け
…
…
。

〈
小
泉
美
喜
子
〉

★
先
月
号
の
編
集
後
記
に
一
部
誤
り
（
影

の
声
）
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詑
ぴ
い

た
し
ま
す
。

来
年
も
い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
／
、

〈
橋
本
明
〉

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

編
集

後
記
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| 神戸のうまいもんとドリンキング｜
☆日本料理レストラ〆男 爵

神戸市生田区中山手１－１８

ンン
フオ－ク
けエスタグ ,里 ・ストシテイ

神戸' １了生田区二選町3 丁目２２
ＴＥＬ3 3 1 3 7 7 0

そ ば吾作
抑ﾉｰ言, I 了' 世冊I『ズI ｲ ，山張逆２１－１.ｉ３１７

ＴＥＬ２４２２８５８

討 f 岐名代うどんあこや亭
神戸市葬合区旗塚遡７－５ＴＥＬ２３１－６３００

トアロド店ＴＥＬ３９１－２５３８
兵庫駅前店ＴＥＬ５７５５３０６

和食くれ三富生為遮浜側』典
ＫＣＢピル２ＦＴＥＬ３３】- 0 4 9 4

か っぽう花〈ま
神戸市生田区花隅町４５

ＴＥＬ3 4 1 - 0 2 4 0

味 酉撫撫塞塁織鶏騨悪畷二雛
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(識蕊蓋蝋』墜鯛ﾗ）
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o 連日有名外人タレントの豪華ショー
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くらぶａＬ ｿ』
神戸市生田区北･ 長狭辿１丁目2 8 の１（ホワイトローズビル３Ｆ）

誰話( 0 7 8 ) 3 3 1 . 3 2 2 5 . 9 3 2 7

" [ 銭" 鯉
私とくらぶ山川< ３〉
私は仕事の関係で多くの友人、知人が届
りますが、一日の仕事も終り「どこかで一
杯」と言うと、皆んなが山川へゆこうかと
山彦の様な返事が帰ってくる。
私はその一瞬何故山川が良いのかと思う。
それは人情薄い、今日この頃、ママを頂点
に美女と客の和、明るさ、話題の豊富さで、
人生しばしの休息を典えてくれる山川。先
日も東京方面に出張した時、ある曾吐の人
と雑談中、地方の社交場の話になり、神戸
ではと聞くと一番に生田新道〈らぷ山川と
言ってくれました。出張先でそういう声を
聞くと一番嬉しくなって、帰神するまで愉
快でした‘
今後益々人生の喜びを典えてくれるくら

ぷ、山川でありますように。

福井運輸株式会社社長福井巌

神戸のくらぶ山川が淡路島にオールシーズンロツジをオープンしました｡
只今会員募集中です。お問合せはo f f i c e へどうぞ･ ノ
ＡＷＡＪ１

兵庫県津名郡五色町都志角川宇土井越1 4 6 7 番
ＰＨＯＮＥＯ７９９３－３－０３５２０ＦＦｌＣＥＯ７８－３9 １－１９５８

L 召

司目

型

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



！

厩 雨１

’

一口

、、

１
１

分

三

香 画

膿
陛
の
号
洛
ち
茎
宿
い
た
ｉ
大
ｒ
小
の

敷
と
、
お
気
軽
な

ブ
ル
の
御
食
事
処

Ｆ
Ｐ
学

－－＝竜一■
＃Ｌ一再二
ｺ 駕篭誓
言 ﾛ

■竺

ら

麗墜量毛二宮西言躯レイ〆爺ブラザ３額
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うどんすき………￥１，２００
寄せ鍋･ …. ､ ………￥１，２０Ｏ
すき焼･ ･ …･ ………￥１，５００
Ｌやぶしやさき……￥１，５００
か仁ちり…- ．…･ …￥’' ５００
魚ちり…．｡ ………･ ￥’' ５００
●ランチタイム…定食＝割引

※御宴会は8 0 名操迄．ご家
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ゴージャスな雰囲気〃

愚

各種洋酒、その他料理も多くとり

カクテルサルーン

そろえて| 言じられない程安い価格

神戸のオアシスノ
貨物船ムードノ

でお楽しみいただけます。 掌誰纂式勝
罰０７８ａＳ１７６６０
誉罰= 賑濁ＰＭＢ．００→ｐＭ１１３Ｃ陸▲メンバーボトルも御利用下さい。 』

/西季おりおりの
旬の味覚を存分に……
“婆裟羅悩はかに潤理を中心に
四季おりおりの旬の味覚を存分こ
こ賞味v Ｉただく和風レストラン･ ･ ･
ご商談．ご宴会・くぎ家族連れまで
あらゆる集v , にご利用ください

③j 病ﾂ ﾜ ﾙ 訓討苛壷

爾三禦驚
神戸･ 三宮賑室売

壷( 0 7 8）
ロ北｛則レインボー‐プラザ1 - 2 Ｆ
３２１－６３⑤３
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★たとえば彼女と食事をしようとしてクルマに乗ったとする。さて、ど
こへ行くか？静かな場所で、ムードのあるところというと……。仲々
決まらない。が、もし、君が一度でも必カルバドス”へ行ったことがあ
るのなら、迷わず、クルマは諏訪山へ｡ …･ ･ ･ 閑静な周囲にうまくマッチ
した欧風調のシャレたレストラン‘､ カルバドス”･ ピアノの音色と甘い
ボーカルがきっと彼女を魅了するだろう。君が洗練されたセンスを誇る
なら、“カルバドス､ ’こそ君にピッタリの店なのだ。〈ピアノ＆ボーカ
ル＞月・水・金・土昭日山本憲一、羽岡利幸、火・日照日坂本完
二、レギュラー高橋真知子
☆ヘレミニッツステーキー￥2 , 0 0 0 ビーフシチユ￥1 , 5 0 0
エビとパンのフライー￥８００ミートポールシチュー￥1 . 3 0 0

☆寒い冬にはじまって、すがすがしい春をむかえ、暑い暑い夏も乗り越
え、さわやかな秋がすぎ．．…. 早いもので街はもう冬。“ウッドハウス”
の一年がアッという間にすぎました。
あI ) がとうございました。“ウッドハウス, ' は皆さまのおかげで一周

年を迎えました。本当にありがとうございました。今後ともよろしくお
願いします。
1 9 7 4 年もあとわずか･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 今年一年何があったか。カウンターの片隅
で、グラス片手にぼんやり思い出すいろんな出来事に、ただニヤニヤ。
1 9 7 4 年のピリオドは、吟ウッドハウス' , で飲み納め。

☆年末年始の営業ご案内
１２月3 1日②休業。１月１日④２日④３日⑥４日①は５：0 0 P L M .～０：
0 0 A .Ｍ６日⑧より平常通り営業いたします。１月1 9日⑧2 0日⑤2 1日②
は臨時休業いたします。
☆昼(１１：３０A . Ｍ・～７：ＯＯＥＭ，)コーヒー￥1 5 0 紅茶￥1 5 0 ピラフ￥2 5 0
サーピスランチ￥3 0 0 夜( ７：ＯＯＲＭ～４：３０A . Ｍ､ ) ビール(小)￥3 0 0
水割り(ＯＬＤ）￥4 0 0 フィズ￥5 0 O おつまみ￥1 0 0 平日１１：３０Ａ.Ｍ・
～４：３０A . Ｍ・日暇５：ＯＯＲＭ. ～０：0 0 A . Ｍ、第１．３日曜日休み

￥１，５００
￥１ｮ３００
￥１．３００サラダ ￥ 5 0 0 タンシチュ

ＩＩＪ主車鋤

至大阪

☆割烹酔潮. 、の落ち箔いた雰囲気のなかで、腕自慢の板前さんの手にな
る日本料理をお召しあがI ) になりませんか。１２月で開店２周年をむかえ
ましたが、おかげさまで、この間、味につきましては多くの方々から定
評をいただいております。お客さまの人数やご注文のお料理によって、
カウンター席、椅子席、座敷席をご利用いただけます。お料理では、特
に、天プラとうなぎが自慢です。これからの季節には、忘年会、新年会
など、２０名様までのご宴会を承っております。ぜひ、一度、お立ち寄り
下さい。
☆天プラ定食￥1 , 2 0 0 刺し身定食￥1 , 2 0 O うなぎ定食￥3 , 0 0 0
他に、スッポン鍋、テッチリ、魚チリ、うどんすきなど各種の日本料理
がございます。
１２：ＯＯＲＭ､ －３：Ｏ０ＲＭ’５：ＯＯＥＭ. ～１１：Ｏ０ＲＭ，第１．２．３月
噸日休み

バレンタイン￥５００バレンタインボトル￥7 , 0 0 0
７：００ｎＭ. ～２：００Ａ. Ｍ、木曜日休み

☆東欧ブルガリアの主都ソフイア。ロマンの香り漂う北の町一・この
ほどお目見えしたR e g e n t H o u s e “ＳＯＦＩＡ”は、そんなロマンチッ
クなあこがれを秘めたお店です。ティー＆スナックタイムには、香り高
い瑚誹が、レストラン＆ワインタイムには、ＳＯＦＩＡ特製の料理の数
数が、寒い季節を忘れきせてくれます。粋で、スマートなあなたを魅了
するお店。あたたかく‘落ち着いた雰囲気のお店‘・ＳＯＦＩＡ”・神戸
の山手にたそがれがせまる頃、“ＳＯＦＩＡ' ・は一段とその趣きをまし
てくるのです。専用駐車場完備。
☆< T e a Ｔｉｍｅ＞劫ﾛ 排￥2 5 0 ストレート劫N 排￥3 5 0 より、ベーコンエ
ッグサンド￥4 0 0 よりミラノ風スパケテイーなどくR e s t a u r a n t Ｔｉｍｅ＞
ソフイア特製スープ￥3 5 O ソフイア特製テリヤキ￥2 , 0 0 0 よりエス
カルゴ￥8 0 0 ウィスキーキープボトル￥6 , 0 0 0 より< ティー＆スナック
タイム＞１１：００Ａ.Ｍ・～６：００P .Ｍ・〈レストラン＆ワインタイム〉６：ＯＯ
Ｐ.Ｍ,～11；ＯOPM.（日曜日は５：００P.Ｍ,～１１：００P.Ｍ､）第２．４日曜

【| '山下通り

ウッドハウスカルバドス
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